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北海道
開発水力
5,895GWh

十勝川水系の
水利権状況

十勝川水系
27％

発電用水
95.20％

石狩川水系
35％

その他
38％

その他 0.13％

水道用水 0.25％

工業用水 0.35％

かんがい用水
4.07％

札内川自然再生の取組

札内川特有の河川環境・景観を保全する
ため、札内川ダムの放流(フラッシュ放流)
を活用し、氷河期の遺存種「ケショウヤナ
ギ」の生育環境に適した礫河原の再生に
より、水辺の活性化、地域の活性化に取り
組んでいます。

古くから培われた地域の歴史や文化、

人 の々生活とのつながりなど、水辺にはそ

の地域特有の資源が眠っています。また、

水辺はその使い方によって新たな価値を

生み出す可能性を秘めています。

かわまちづくりは、地域の「顔」、そして「誇

り」となる水辺空間の形成を目指しています。

（H31～R13予定）

札内川ダム放流
(フラッシュ放流)

礫河原再生

・流路変動や河床撹乱による礫河原再生等


